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 白内障手術は、2.4㎜前後の極小切開が一般化し、眼内レンズもトーリックをはじめ様々

に進歩してきた。機器の改良も進み、前房の安定性や角膜内皮への侵襲も軽減されてきて

いる。この進化は持続し、ここ 1 年間でも眼内レンズでは、眼内レンズの挿入が自動化さ

れ、さらに本邦でも水晶体嚢拡張リングが承認された。 

夏には、前房内圧を一定化できる新たな白内障手術装置も登場した。これらを適切に使

用し、その能力を十分に発揮させることで、核の硬い症例、チン小帯脆弱例、IFIS 例など

でも比較的安全に手術を行うことが可能となってきた。我々の手術の変遷とこれらの症例

に対する対応を紹介したい。 


